審　判　所　作

【試合前】
・相手チームと審判割り振りを確認しましょう。
　当日の審判割り振り、試合開始時間が決まったら、アナウンスの母へ伝えましょう。
　※ホームの場合は、オーダー交換の時間も必要となりますので、試合進行を主体的に
　　審判部が実施しますので、仕切り役をお願いします。
　　目安：アップ開始から１時間１５分後がプレイボール時間
　　　　　ボールを使わないアップ：２０分程度
　　　　　キャッチボール・トスバッティング：１５分程度（基本は７分／７分）
　　　　　オーダー交換：５分程度
　　　　　シートノック：１５分程度（後攻～７分／７分）
　　　　　グランド整備等：１０分程度

・グランドの状況を確認しましょう。
　ボールデッドになる可能性はあるか等トラブル防止のため全員での確認が望ましい

・クルーミーティング（※オーダー交換後が一般的だが、タイミングは球審次第で）
　球審を中心に右手に１塁審、正面に２塁審、左手に３塁審で円形に陣形を組む
　目的は、各人のジャッジするテリトリー確認を確認し、ダブルジャッジや無ジャッジを
回避する。当たり前のことを試合前に最終確認する。また、グランドの注意すべき点を
話し合い、トラブルを事前に予見し、回避につなげる。

・ミーティングの流れ
1. 自己紹介　球審→１塁審→２塁審→３塁審
2. 球審のテリトリー確認
3. ２塁審のテリトリー確認
4. １塁審のテリトリー確認
5. ３塁審のテリトリー確認
　　　発話内容は次ページ








・クルーミーティングの発話内容
　＜球審＞
　「球審のテリトリーですが、ベースを含まず手前の打球をジャッジします」
　「主にバントやボテゴロのみジャッジしますので、ベースを過ぎる打球や野手が定位置
　　でキャッチする打球は、１、３塁の方でお願いします」
　「飛球に関しては、内野手が定位置から前進する飛球は球審でジャッジします」
　「内野手が後退する飛球や横に移動して捕球する飛球は近くの塁審にてジャッジを
お願いします」
「また、くるぶし付近の早いライナーは球審から見にくい場合がありますので、塁審の方でも
確認をお願いします。地面に着いているのが確認できた場合は、近くの塁審の方で
ノーキャッチを出してください」※球審はキャッチコールを早く出さない（我慢する）
「ファールエリアの飛球は、ベンチ前まで球審が行きます」
「同調の確認ですが、『タイム』『インフィールドフライ』について同調をお願いします」
　「２アウト１塁は『ステイします』or『通常通り上がります』」
※２アウト１塁のケースは、シニアではステイが一般的になっています。
　球審次第となりますので、クルーミーティングでどうするかお伝えください。
　ステイのメリットは、２アウト１塁の場合に外野に飛球が飛んだ際は、２アウトなので
　１塁走者は躊躇なく進塁します。特にエンドランの場合は、球審が３塁に到着するのが
　間に合わないケースがあるため、ステイとしています。また夏場などは球審の疲労を考慮し
　ステイとしています。あくまで球審判断なので、通常通り３塁へ駆けあがりでも問題なし。
※グランドによっては、ファールエリアが広いグランドがありますので、その場合は、
　ランナー３塁でタッチアップシチュエーションの場合は、ベンチ前まで球審が追いますので、１塁審へ本塁のカバーをお願いしてください。

　球審のテリトリーは以上です。
＜２塁審＞
「外にいるときの３分割ですが、ライト・レフトの守備者の前後を含まず、内側の打球について
　ジャッジします」　※含まずでも含んででも２塁審次第です。
「中にいるときは、外野の打球のジャッジは行いませんので、１、３塁の方でお願いします」
「ダブルジャッジ※は「しません」or「します」or「２塁ベース付近のみします」」

※ダブルジャッジ：０・１アウトでランナー２塁にいる場合に、ライナーやフライが飛んだ際に、
　　　　　　　　　飛球ジャッジと帰塁ジャッジの両方をする行為
　　　　　　　　　しない場合は、球審が飛球ジャッジで２塁審が帰塁ジャッジ
　　　　　　　　　する場合は、飛球ジャッジ　→　帰塁ジャッジを２塁審が行う。
　　　　　　　　　２塁ベース付近のみは、文字通り２塁ベース付近の飛球のみ行い、
　　　　　　　　　２塁審が帰塁ジャッジに対して首を振るような飛球は球審に任せる。
　　　　　　　　　無難なのは、ダブルジャッジは「しません」で問題ありません。

＜１塁審＞
「３分割ですが、ライトの守備者の前後を含んでファールエリアまでジャッジします」
「２分割の場合は、センターの守備者の前後を含んでライトファールエリアまでジャッジします」

 ※３分割のテリトリーは２塁審次第となりますので、２塁審が含んだら「含まず」です。


＜３塁審＞
「３分割ですが、レフトの守備者の前後を含んでファールエリアまでジャッジします」
「２分割の場合は、センターの守備者の前後を含まずライトファールエリアまでジャッジします」
 ※３分割のテリトリーは２塁審次第となりますので、２塁審が含んだら「含まず」です。
「２アウト３塁の場合は、打球を判断し、２・３塁をカバーしますので、２塁へ上がった場合は、
　３塁カバーを球審お願いします」
※基本的なメカニクスとして、２アウト３塁は２塁審が外にいるので外野の飛球は２塁審が
　ゴーアウトします。２塁審がゴーアウトするので、３塁審はノーランナーの時と同様に
　２塁へ駆けあがるのですが、２塁打になるのか３塁打になる打球かを判断し、３塁打の場合は、
　２―３塁の中間でバッターランナーの２塁触塁を確認し、３塁のジャッジに備える。


試合開始（簡単でOK）
・球審：それでは始めます。礼


ゲームセット（簡単でOK）
・球審：（整列したのを確認して）『ゲーム』　※勝ち負けや点数など不要
